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第６回 習志野市地域公共交通会議【議事録】 

日 時：平成 27年 2 月 13 日（金）午前 10 時 30 分～午前 11 時 20 分 

場 所：習志野市役所仮庁舎 3階 大会議室 

 

【会議次第】 

１． 開 会 

２． 会長代理挨拶 

３． 議 題 

（１）東習志野・実籾地域バス実証運行の今後のスケジュール 

（２）東習志野・実籾地域バス実証運行の運行計画変更 

４． その他 

５． 閉 会 

 

【委員の出欠状況】 

 出席委員 

花﨑委員 小川委員 土屋委員 尾崎委員 福島委員 

 欠席委員（代理出席） 

木下委員（坂本氏） 関口委員（毎熊氏） 吉田委員（奥谷氏）  

海老原委員（櫻井氏） 瓜生委員（山﨑氏） 諏訪委員（大矢企画政策部次長）  

真殿委員（松岡保健福祉部次長） 

 欠席委員 

榛澤委員 冨谷委員 鹿田委員 角田委員  

 

 



 ２ 
 

【討議要旨】 

発言内容 結論及び事務局からの説明 

○東習志野・実籾地域バス実証運行の今後のスケジュール 
【事務局】 

・ 実証運行期間は、概ね２年とする。 

・ 運行計画を見直し、平成２７年４月から新

しい運行計画での運行を予定している。 

・ 平成２７年９月末までの運行実績に基づ

き、本格運行への移行についてご審議いた

だきたい。 

・ 平成２７年１０月から１２月までを実証運

行の収束期間とし、本格運行への移行また

は終了に向けた作業を行う。 

 

【委員一同】 

・了承した。 

○東習志野・実籾地域バス実証運行の運行計画変更 
【委員】 

・ 八千代台駅のどこに停留所を設置する予定

なのか。 

 

 

【委員】 

・ 八千代台駅は、通過停留所とするのか、あ

る程度停留所で待機させるのか。 

 

 

【委員】 

・ 運行ダイヤの縮小は、どのようなイメージ

となるのか。 

 

 

【委員】 

・ 今回の運行計画変更により、途中区間の差

異はあるものの、既存の民間バス路線と重

複することになる。平成２７年４月以降の

動向などについては注視する。影響がある

場合は、路線の廃止も視野に入れる必要が

ある。 

【委員】 

・ タクシー事業においても、八千代台駅にお

ける利用者をある程度取られることが予想

されるため、同様に動向は注視したい。 

 

【委員】 

・ 今回提示された運行計画の変更案は、確定

と考えてよいのか。変更できるのであれば、

選択と集中の観点で運行ダイヤを削っても

よいのではないか。例えば、利用者の少な

い日曜日や、実籾駅南側の運行ルートを廃

止することも検討してはどうか。 

【事務局】 

・ 八千代台駅ロータリーの手前に設置されて

いる、八千代市コミュニティバスの停留所

と同じ場所を想定している。 

 

【事務局】 

・ 同じ停留所で降車及び乗車していただくこ

とを想定しており、基本的には通過停留所

と同様に考えていただきたい。 

 

【事務局】 

・ 東習志野八丁目東を例に挙げると、夕方便

の本数が半分近くに減る一方、八千代台駅

行の便が大幅に増加している。 

 

【委員】 

・ 地域バスの運行ルート延伸が、民業圧迫に

なるようでは本末転倒なので、慎重に調整

していただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事務局】 

・ 変更案の大枠は確定していると考えていた

だきたい。ただし、関係機関との最終的な

調整において、ある程度の変更は可能であ

る。 
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【会長代理】 

・ 運行計画の変更については、この内容でよ

ろしいか。 

・  

 

【委員一同】 

・ 了承した。 

 

○その他 

■第７回習志野市地域公共交通会議について 

【事務局】 

・ 本日の承認に基づき、運行計画の変更につ

いて手続を進めていく。関東運輸局からの

認可が発出された後、第７回習志野市地域

公共交通会議において報告する予定であ

る。この第７回会議は書面開催としたい。 

 

【委員一同】 

・ 了承した。 

 

 

以 上 

 


